
レ
ポ
ー
ト
を
進
め
る
た
め
の
「
こ
こ
が
大
事
！
」 

 

◎
学
習
書
も
レ
ポ
ー
ト
内
容
の
解
説
が
載
っ
て
い
ま
す
。
教
科
書
＆
学
習
書
を
一
通
り
読
ん

で
か
ら
レ
ポ
ー
ト
に
取
り
か
か
り
ま
し
ょ
う
。 

  

報
告
課
題
⑤ 

●
「
鼻
」
芥
川 

龍
之
介 

 

【
学
習
書
Ｐ
一
一
六
～
一
二
五
】 

一 

漢
字
の
読
み
書
き
は
丁
寧
に
。 

・
不
幸
に
陥
（ 

 
 
 

）
れ
る
。
※
「
陥
る
」
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
。 

 

二 

語
句
の
意
味 

辞
書
な
ど
引
い
て
み
る
の
も
よ
い
。 

 

三 

内
面
と
外
面
が
違
う
内
供
に
関
す
る
理
由
問
題 

・「
～
～
か
ら
」
と
い
う
本
文
で
の
表
現
に
着
目
す
る
。 

・
教
科
書
一
三
八
・
６
行
目
「
こ
れ
は
専
念
に
～
」
の
「
こ
れ
」
が
何
を
指
す
の
か
。 

・
７
行
目 

「
～
～
～
か
ら
ば
か
り

、

、

、

で 、

は 、

な
い

、

、

。」 

理
由
は
二
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
。 

四 

選
択
肢
問
題 

 

・
設
問
文
を
解
釈
す
る
。 

「
内
供
の
自
尊
心
は
、
あ
ま
り
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
た
め
、
妻
帯
者
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

種
類
の
も
の
で
は
な
い
」 

 

→
教
科
書
一
三
九
・10

～ 

 
 

仮
に
妻
帯
が
禁
止
さ
れ
ず
妻
帯
が
で
き
て
も
、
自
尊
心
が
回
復
す
る
類
い
の
も
の
で
は

な
く
、
内
供
の
自
尊
心
は
、
長
い
鼻
を
気
に
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
傷
つ
き
や
す
い
弱
さ

を
持
つ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
。 

 

五 

自
尊
心
の
毀
損
を
回
復
す
る
た
め
の
方
法 

 

・
解
答
範
囲 

教
科
書
一
四
〇
・
２
～
一
四
二
・
１ 

 

六 

指
示
語
「
そ
う
い
う
」
の
内
容 

→
内
供
の
取
っ
た
策
略
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

 

七 

こ
こ
で
は
鼻
を
野
菜
が
何
か
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

→
限
定
的
で
具
体
的
表
現 

＋α
 

鼻
が
身
体
か
ら
独
立
し
た
（ 

）
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
。 



十 
「
愛
す
べ
き
内
供
」 

→ 
語
り
手
が
内
供
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。 

・
本
文
中
、
語
り
手
の
視
点
で
内
供
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
。 

 

十
一 

「
こ
の
」
が
指
す
内
容 

・
解
答
範
囲 

教
科
書
Ｐ
一
四
八
・
２
～
７ 

を
ま
と
め
る
。 

 

十
二 

設
問
を
一
文
で
見
る
。 

 
 

「
そ
う
し
て
そ
れ
と
同
時
に
、
鼻
が
短
く
な
っ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
な
、
は
れ
ば
れ
と
し

た
心
持
ち
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
帰
っ
て
く
る
の
を
感
じ
た
。」 

・
長
い
鼻
が
短
く
な
っ
た
時
（
Ｐ
一
四
五
・13

～
一
四
六
・9

）
を
解
答
の
ヒ
ン
ト
と
す
る
。 

 

十
三 

「
長
い
鼻
を
秋
風
に
ぶ
ら
つ
か
せ
な
が
ら
」
の
中
の
「
秋
風
」
に
注
目
す
る
。 

・「
秋
風
」
に
注
目
す
る
。 

・「
は
れ
ば
れ
と
し
た
気
持
ち
」
は
秋
風
の
よ
う
な
爽
や
か
さ
と
と
も
に
、
晩
秋
の
秋
の
風

と
い
う
点
か
ら
は
、
内
供
に
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
「
冬
」
を
感
じ
さ
せ
る
。
内
供
に
と
っ
て

の
「
冬
」
と
は
？ 

 

十
四 

②
の
文
学
史
問
題
は
「
作
者
名
―
作
品
名
」 

ペ
ア
で
覚
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。 


